
広げよう人の輪 深めよう地域の絆 自治会加入で安心生活
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年
頭
の
ご
挨
拶

環
境
の
変
化
に
向
き
あ
う
年

あ

け
ま

し

て
お
め

で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し

い
新
春
を
迎
え
私
た
ち
の
住
む
法
の
郷

で
は
、
生
活
の
基
盤
と
な
る
国
道

４
３
８
号
飯
山
バ
イ
パ
ス

（４
車
線
）
と
幹
線
市
道
五
反
地
沖
線

（２
車
線
）
が
交
わ
る

交
差
点
部
分
の
道
路
整
備
工
事
が
、
年
度
内
完
成
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

道
と
市
道
が
交
わ
る
こ
の
区
域
は
、
地
域
の
中
心
で
あ
り
交
通
の
要
衝
で
、
周
辺
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
法
の
郷
公
園
、
飯
山
南
保
育
所
、
飯
山
南
小
学
校
が
集
結
し
た
、

効
率
的
な
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
の
核
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
誰
も
が
気
軽
に

利
用
で
き
る
ふ
れ
あ
い
交
流
室
が

「地
域
の
拠
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
好
き
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

本
の
貸
し
借
り
や
紹
介
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
行
事
が
行
わ
れ
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
で
き
る
場
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
年
間
を
通
じ
て
交
通
安
全
の
啓
発
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
の

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
１０
月
の

「法

の
郷
い
き
い
き
ま

つ
り
」
な
ど
、
多
く
の
行
事
が
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｈ
月
の
敬
老
会
で
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
久
し
ぶ
り
の
交
流
を
楽
し
ま
れ
、
そ
の

一
週
間
後
の
防
災
訓
練
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
や
簡
易
ト
イ
レ

組
み
立
て
な
ど
の
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
年
末
に
は
、
法
の
郷
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
す

る
と
い
う
嬉
し
い
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
活
動
の
詳
細
は
毎
月
発
行
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
２
６
年
は
丙
午
の
年
で
、
情
熱
と
変
化
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
日
本
各
地
で
地
震

・
火
災

。
洪
水
な
ど

の
災
害
が
相
次
ぎ
、
年
末
に
は
北
海
道

・
三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情
報
も
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
避
難
訓
練
を
中
心
と
す

る
防
災
対
策
に
、
地
域

一
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

「
一
人
の
１
０
０
歩
よ
り
、
１
０
０
人
の

一
歩
」
を
胸
に
、
変
化
の
年
を
力
強
く
歩
み
、
明
る
い

未
来
を
切
り
拓
く

一
年
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
丸
亀
市
な
ら
び
に
法
の

郷
地
域
社
会
の

一
層
の
発
展
を
念
じ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

、

　

　

一
一

飯
山
南
詈

ュヽ
〓
ア
ィ
協
議
会

会
長

進
　
和
彦

:逆さま川付近)

篇豊嶋建設郵

家族と一緒に成長する家、育てませんか?

丸亀市飯山田」下法軍寺808番地 1

フリーダイヤ,レ 0120‐ 197‐007
(代表 0877‐ 98‐3131)

Eフジイ先り丸亀
日BFUJ:こ の街に、あってよかった。

丸亀市川西町1280番地 1

TEL 0877‐57口2411

E【

DAIWA

宅地建物取引

(売買・賃賞)

代表取締役 香,H芳]貶

丸亀市飯山田]下法軍寺3フ 9‐4

TEL 0877‐98山2626
TEL 0877‐98由23フ 1

郵大和地所
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保
健
師
の
健
康
相
談

（申
込
不
要
）

【内
　
容
】血
圧
測
定
。検
尿
・　
　
　
　
　
す
●

体
組
成
測
定
　
　
　
　
　
　
　
員

【日
　
時
】
１
月
２‐
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
　
所
】第
２
会
圭甦
堅

【持
ち
物
】
お
持
ち
の
人
は
健
康
手
帳
・健
診
結
果

【間

〈呈
市
健
康
課
　
金
２
４
１
８
８
０
６

）
習

ク
ラ
ブ

フ
サ
ト
桃
源

写
真
好
き
が
集
ま
り
楽
し
く
情
熱
を

も
っ
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
写
真
を
持

ち
寄
り
、
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

魅
力
的
な
作
品
作
り
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

新
し
い
世
界
を
共
に
切
り
拓
く
仲
間
募

集
中
で
す
。

【日
　
時
】第
２
土
曜
日

‐９
時
～
２‐
時

【指
導
者
】大
□
年
昭

医
本
　
費
】月
５
０
０
円

【申
込
・間
〈里
金
丸

誠

ご
あ
ん
な
い

。
エ
ー
ル

い ∽

/し

をi

しゝ

〈間 羽ヽ根共同募金のお礼 隠Ⅷ切郷防犯パ
ト
ロール隊

「文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
受
賞

‐Ｉ

一つ
「Ｏ
コ
Ｊ

り
雪
０
⊃

‐１

飯 山
中学校

昨年も10月から年末までの募集期

間で、一般募金と地域歳末たすけあい

運動のご協力をいただき誠にありがと

うございました。募金額は次のとおり

です。(12月 12日時点)

自治会員………………。1,038,399円
(うち歳末たすけあい…215,300円 )
未加入自治会………………・53,200円
企業募金 ……………… 170,000円

合 計 1,261,599円 防犯パ トロール隊役員のみなさん

飯山 「飯野山においでまい」
高校ィベントを開催しました I

地域活性化を図る

ため、飯山高校 3年

生と卒業生が市民団体「飯

山友 100プロジェクト」を
設立し、『飯野山においでま

い』プロジェ

`フ

トを開催しま

した。

晴天の lヽ、午前と午後で参加した約70人は、初対面の人
と声をかけ合いながら山頂を目指し、下山後は配付された

フレンド証明善や、おにぎりを食べながら世代を超えて交

流を深めました。イベントを開催するにあたり、宣伝チラン

やおにぎりを注文するための協賛金集め、また当日は自衛

隊香川地方協力本部や讃山支富士グラブの方やにご協力い

ただき、安全に実施することができました。生徒は達成感

とともに来年に向けて改善点を話し合いました。

女子ソフトテエス部

私たち女子ソフトテニス部

は、顧間の指導のもと、2年生

6名、1年生 8名の計 14名で渚動し

仁   ています。基本の打ち方や戦術を理解
与   し、課題にあつた練習メニューを自分

たちで考えています。練習の成果を発揮し、私たちの目

標である、団体戦と個人戦で来年夏の丸亀市総体を勝ち

進み、県総体に出場したいです。ソフトテニスを本気で頑

張りたい仲間が集まつており、お互いにアドバイスし合

い、協力して技術の向上を目指しています。また、人とし

ても成長できるように、大きい声での挨拶や道具の扱い

方にも気を付けて、練習に取り組んでいます。

保護者や先生・先輩方が応援したくなるようなチーム・

プレーができるように、練習に励んでいきます。飯山中学

校女子ソフトテニス部の応援をこれからもどうぞよろし

くお願いします。(2年 2組 大林 かなで)

ダ 彎  ,4
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

私
は
、
古同
松
市
の
施
術
院
で
従
事
し
た
の

ち
、
平
成
３０
年
に
カ
イ
回
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
グ

サ
ロ
ン
ゆ
と
り
を
開
業
い
た
し
ま
し
た
。
よ

く
「カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
グ
っ
て
マ
ッ
サ
ー

ジ
と
何
が
違
う
の
」
と
間
か
れ
ま
す
が
、
力

イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
グ
は
骨
格
の
歪
み
を
整

え
内
臓
の
働
き
を
良
く
し
、
い
わ
ゆ
る
自
己

治
癒
力
を
一局
め
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。

施
術
に
よ
っ
て
肩
こ
り
、
腰
痛
、
頭
痛
な
ど

体
に
感
じ
る
痛
み
だ
け
で
な
く
、
自
律
神
経

の
バ
ラ
ン
ス
も
整
っ
て
い
く
た
め
ぐ
っ
す
り

眠
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　
一
人
ひ
と
り
の

可
動
域
、
筋
肉
の
緩
み
方
な
ど
を
診
な
が

島
Ｌ
■
ァみ
み

躍
動
す

石

は
た
な
た

一

コ
Ｄ年
後
Ю
年
後
も
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
」

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン

ゆ

と

り

～

裕

Ｒｉ

～

ら
、
負
担
の
な
い
施
術
を
心
が
け
て
お
り
、

施
術
の
後
半
に
は
、
寝
て
し
ま
う
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
骨
格
の
癖
や

生
渚
習
慣
か
ら
原
因
を
突
き
止
め
、
予
防

法
や
維
持
の
仕
方
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

栄
養
指
導
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
院
は
、
静

か
な
環
境
の

一

軒
家
で
営
業
し

て
お
り
、プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
が

し
つ

か
り
守
ら
れ
た

中
で
施
術
さ
せ

て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
患

者
様

一
人
ひ
と

り
の
心
に
寄
り

添

い
な
が

ら
、

安
心
し
て
来
院
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
お
子
様
か
ら
ご
年

配
ま
で
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

「
地

域

の
皆

様

が

い
つ
ま
で
も

健
康
で
笑
顔
で

い
ら
れ
ま
す
よ

う
に
」
。

そ
ん
な
思
い

を
込
め
て
施
術

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

カイロプラクティックサロン

ゆとり～ 裕Ri～
飯山田]東ノ」ヽナH19ア 5-44

全 090-フ 241-3フ 92(完全予約制)
お問い合わせ時間/9:00～ 1フ :OO

定休日/傘定休

「齢上
鵬ｒ〔

坤
讃
留
驚
王
伝
二
●
一
Ｗ
量
ズ
　
アヽくう‐赳
　
　
桑
島
　
和
茂

守:員
二角

導

ニ
ヨ
慟

《安
居
原
八
坂
神
社
》

施
兵
秋
季
例
大
祭
》
奉
納

七
組
獅
子
舞

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
塵
十
五
神
社

◎
【八
坂
神
社
【シ
リ
ー
ズ
Ю
。２４
十
五
十
０
】

《
安
居
原
八
坂
神
社

や
さ
か
じ
ん
じ
こ
》

鎮

座

地
　
丸
亀
市
飯
山
町
下
法
軍
寺

一
五
三
八
番
地

蕪不　
　
神
　
須
佐
男
尊
・櫛
稲
田
姫
命

脚
摩
乳
神
・手
摩
乳
神

神
社
曲
緒

社
偉
に
は
、神
代
の
昔
須
佐
男
尊
南
海
遊
御
の
制
来

り
暫
く
こ
の
地
に
留
ま
り
給
う
。尊
こ
の
地
に
安
く

居
り
た
り
と
仰
せ
ら
れ
し
に
よ
り
地
名
を
安
居
原

と
云
う
。●
武
貝
児
王
勅
を
奉
じ
て
南
海
の
悪
魚
を

征
し
給
い
、其
の
時
王
は
須
佐
男
尊
有
縁
の
地
な
る

を
以
っ
て
出
雲
須
賀
の
神
を
迎
え
て
奉
祭
祀
給
う
。

参
考
文
献

『香
川
縣
神
社
誌
当
抜
粋

発
行
所
香
川
縣
神
職
會

昭
和
十
三
年
十
二
月
一日

発
行
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不

易

流

行

”
果
を
ま
と
め
た
り
と
ス
ム
ー
ズ
な
話
し

一
合
い
が
で
き
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
全

中
体
を
続
率
す
る
全
体
リ
ー
ダ
１
２
名
が

一
的
確
に
進
行
が
で
き
て
い
る
こ
と
。
等
、

一
子
ど
も
た
ち
が
自
信
を
も
っ
て
学
習
が

一
で
き
る
教
育
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
で

”
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
サ
ン
ポ
ー
ト

一
高
松
に
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
来
て
ほ

中
し
い
と
い
う
願
い
で
ポ
ス
タ
ー
を
描
い

一
た
り
、
写
真
入
り
の
ガ
イ
ド
ブ

ツ
ク
を

中
作

っ
た
り
し
て
い
た
。
ま
た
、
高
学
年

”
の
子
ど
も
た
ち
は
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
に

【
関
す
る
グ
イ
ズ
を
工
夫
し
て
取
り
組
ん

一
で
い
た
。
低
学
年
の
子
ど
も
が
中
学
年

一
の
子
に
，
中
学
年
の
子
が
高
学
年
の
子

”
に
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
自
然
と
尋
ね

一
て
い
る
姿
は
と
て
も
微
笑
ま
し
い
。

”　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
谷
秀
樹
）

ハヽり
ゆ
つ

う き

こ
れ
か
ら
の
教
育
を
展
望
す
る

（４
）

「サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
の
活
性
化
を
目
指

し
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
全
校
で
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
習
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
指
導
者
側
の
仕
掛
け

が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ

の

一
つ
が

子
ど
も
た
ち
は
何
度
も
グ

ル
ー
プ

で
サ
ン
ポ
ー
ト
に
足
を
運
ん
で

い
る
こ
と
。
二
つ
目
と
し
て
は
、
数
名

の
市
役
所
担
当
者
が
機
会
を
捉
え
て
活

性
化
に
向
け
た
ビ
ジ

ョ
ン
や
現
状
等
を

説
明
し
て
く
れ
る
こ
と
。
三
つ
国
と
し

て
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
が
み
ん
な
の

意
見
を
取
り
上
げ
た
り
話
し
合
い
の
結

え

4
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スローガン  みんなで育てる住みよいまち法の郷
1地域づくり 2環境保持  B法の郷盗園
4まちライニブラリー 5法の郷食堂班 6活用班

′防災 1防犯 交】E:安全

|ユ高齢者対策 1児重・子育て支援

Ⅲ健康づくり推進事業 ,運動習慣づくり

`食
生活の改善 f4心の健康づくり

】去の押F
づくり

ё
/)芸

法
の
郷
づ
く
り

・
ふ
れ
あ
い
交
流
室

管

コミュニテイがすすめている収り組みをお知らせします。

`1学

校支援 t,生涯学習
●地域づくり支援 ●東Ju l完重センター支援
。法の郷いきいきまつり 。コミュニティだより、ホームページ

●コミュニティセンターと,去の郷公園

下
鶴

四 防災部

防災訓練

11月 16日、東小川地区の13自治会98人と飯山南自主防災会役員など

計156人が防災訓練に参加しました。

上のう訓練では、玄関先まで水が流れ込んだ状況を想定し、上のうとブ

ルーシートを使つた浸水防止の方法を消防団員から学びました。

避難用品は、災害時に何を優先して持ち出すべきかを確認、段ボール簡易

トイレの組み立ての実演では、参加者は熱心に見入つていました。

AED体験では、日本赤十字社香川県支部の指導員が16台のAEDを使用
して分かりやすく解説、参加者は救命の大切さを実感しました。

訓練後には、女性防火グラブによる
に
しっぱくぅどん

Wの
炊き出しが振る舞

われ、自助と共助を学ぶ買重な訓練となけりました。

てす
(薬 0
緯

書

eじどせんのおねえさんといつしょ
1月 21日 (水 )
10日寺30分-11日寺
『だるまさんを作

0移動図書館車か
1月 14日 (水 )
10日寺30す)-11

●法壱ゃんくらぶ

1月 1フ日 (土 )

10日寺30分-11日寺30分
『布ぞうりを作ろう』

募集人数 :10名 (予約制)

参 力□費 :110円

〔タノく_1

余 つた布をリサイクル f

＼

＼＼

ん`オ,tヽ tヽ とうり1こ

空身さじましょう |

／
ク

5

●焼き菓子の販売

とパン。燒き藁子工房らばJ
l月 1フ日 (土 )

1lB寺～ 11日寺45分

予約制のイベントはコミュニティセンダーまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに『/S、れあい交流室だより』を掲載しています。
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0魅力ある法の郷らしさ

0命と暮らしを守る安全安心

0ともに支え合い健やかに喜らす

0健 康とスボーツで元気いつばい

0“楽しい"が見つかる子育てと文化

0市民参加情報まるどと発信

iifllll:|
わらべうたや

I

読み閲かせ、

お正月あそびを

楽しみましょう。●ふらっと Tea Time～ 可ヽ物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間をすごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

●パンの販売〔にじいろベーカリー〕

今月はお休みです

fr稗■,、

傘
一

締切 り:1月 16日 (金 )

ョ普

‐ェfl‐｀ぉ

地元農家さんの新鮮野菜・

多肉植物・田用品など

●朝市・フリーマーケット

1月 24日 (E上 )
40]寺 -12日寺

4月 22日 (本 )
9日寺-10日寺
参力□費 :300円

活
　
用
　
班



食
ノ 偉床ゲ

ツト

" 手
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宝赤キゃた募集中

オイスターしょうゆ
ぶり大根

■材料 (2人うコ
＼
)

宝
赤
ち
ゃ
ん

。
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

・
法
の
郷
人

ぶりの切り身

大根

ねぎの刑ヽ回切り

塩 ………… ……
サラ分由… …・

2t刀れ(約 200g)
・・…………… 350g
2～3本分
………少々

大さじ1/2

る。器に盛り、ね

(煮汁)

しようがのせん切り

………1かけ分(10g)

オイスターソース・酒
… ……… 各大さじ2

砂糖。しようゆ

―・………各小さじ1

水 ………… … 1カップ
■作り方

0ぶりは一回大に切り、塩をふって10分ほどおく。
ペーパーダオルで包み、水けをしっかり拭き取る。大根
は厚めに皮をむき、幅4.5cmのいちょう切りにする。

②鍋にサラダ油を中火で熱し、ぶ
'プ

を並べ入れる。1分ほ
ど焼き、表面の色が変わつたら、上下を返してさら|
ほど焼く。煮汁の材料と大根を加え、

をのせ、弱めの中火にし

●対象者

飯山南地区在住で、

満3歳までのお子さん
0応募できる方
お子さんの父母または養育者
●お中し泌‐みチ;ジ、

誕生月の前月1日まてヽこ、件名をit赤ちゃん|

とし、下記の必要事項をご記入のうえ、
メールまたは窓ロヘご持参くださtち

●必要事項
・お子さんの氏名 (心、りがな)、
性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先
●応募メールアドレス

図 hannan‐ c@mf.pikaraine.ip

南コミュニティの

様々な行事が開催さ

れる法の郷公園、子ど

もたちが元気に遊び、

花壇もでき、南コミュ

ニティを代表する場所

になってきました。

ベストショット

待ってま～す♪

‖聯靭…
公園トイレ掃除 有志の皆さん

鎌野 武さんNo
064
五反地自治会

人当たりが良く穏やかで、20歳頃から弾いていると

いうギターも間かせていただいた取材のひと時。好奇心

旺盛な82歳の方です。

22歳から64歳まで日本モーダーボート選手会連合会

に所属し、レーサーとして年に約20カ所の日本国内にあ

る会場を回つていたそうです。常に怪我と隣り合わせの

競技で、県外で大怪我を負つたこともあり、奥様の支え

なしではやってこれなかったと。

家を空けることが多かつたので、退職してからは、宮総

代を12年、老大会、カラオケ部会、水環境保全会、にこに

こさんなど、自治会の取り組みに積極的に参加協力を。

また、コミュニティ行事への参加や、興味のあるピアノ

やギターで脳活健康生渚をして、これからも元気でいた

いと。そして、大切なお孫さんの部渇や塾などへの送り

迎えが、何よりの励みと楽しみだと話されました。

ところでこの公園のトイレ、いつもとてもきれいだと思

いませんか。完成して2年が過ぎたのに新品のようにピ

カピカです。それは毎日欠かさず掃除をしてくれる方が

いるからです。コスモス団地5名と他1名の有志の方々

が、ボランティアで、掃除をしてくれています。大変でしよ

うと言つても「いいえそんなに」と答えられます。秘訣は

空いている時間に、自分の好きなようにできるからだそ

うです。何気なくおつしゃっていますが、これがなかなか

大変なことだと思います。

少し前にトイレの神様つて曲が流行
')ま
したね。トイレ

髯
B48

!|'

為

ゴ

―ミ Pi i rl

3歳多田七彩ちゃん
た だ  なな さ いりたに ゆす こ`

3歳入谷柚希ちュ

法
の
堀I人
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生
活
だ
よ
り

民生。児重委員改選

谷  鑢
慧ん■手r)  (少

ヤ守

1月 11日 (日 )
とらまる人形劇回公演「りよう太と鬼の子キ′Ч
◆年はどんなお話かな?お楽しみに。(要申込)

1月 18日 (日)大人と子どもの遊ぴの交流会
南コミュニティ文化育成部の皆さんとの

交流行事です。一緒に遊ばう!(要申込)

h咽口202もつてxムШrり警Ⅲ
5日 (月 )・…ピカピカデー

8日 (木 )・・・親子体操
10日 (土 )…・図書館うさぎ
11日 (日 )…とらまる人形劇団公演 (多中込)
14日 (水)…・避難・消火訓練
15日 (木)…・ツボ押しと体操
18日 (日 )一大人と子どもの遊びの交流会に写

えほんダイム

19日 (月 )・―お正月遊びを楽しもう(要中込)

(子育てひろば「たんばぱ」と共催)
出前講座「じどせんのおねえさんといっしょ」
(飯山南コミュニティセンダーで)
トライアングル(要申込)
(子育て相談:子育てひろば「たんぱぱ」と共催)

24日 (上)中●ファンダジー《創作紙芝居》
28日 (水)…・移動図書館車かめまる号がやつてくる
〔2月初めの行事予定】
2日 (月 )…・豆まき          嬌
5日 (木)…・親子体操        輯簾紫 ン
フ日(土 )…・マザーゲース

東′JWil児童センター 金 (0877)56-8778

をがはで

0

21日 (水)

22日 (木)

ゴ

一一ド

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
は
、

つ
い
食

べ
過
ぎ

た
り
飲

み
過
ぎ

に
な
り
が

ち

す
が
、
体

調

い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
「七
草

ゆ
」
は
こ
う
し
た
疲
れ
た
胃
腸

休
ま
せ
る
た
め
に
と
い
う
意
味
も

あ
る
そ
う
で
す
。
胃
腸
が
弱
っ
て

い
る
と
感
じ
る
方
は
、
体
内
リ
ズ

ム
を
整
え
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

て
は
ど
う
で
し
よ
う
か
。

一
日
三
食
決
ま
っ
た
時
間
に
食

事
を
す
る
こ
と
で
乱
れ
た
体
内
リ

ズ
ム
が
戻
り
、
胃
腸
の
回
復
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
た
び
民
生
委
員

・
児
童
委

員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
上
記
の
皆
さ

ま
が
今
後
３
年
間
、
地
域
の
社
会

福
祉
全
般
に
わ
た
り
ご
尽
力
く
だ
さ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
回
の
改
選
に
伴
い
退
任
さ
れ
ま

し
た
４
名
の
皆
さ
ま
に
は
、
長
年
に

わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上
に
お
力
添

え
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

寺
井
義
弘

さ
ん

林

主我
輝

さ
ん

秋
山
哲
大

さ
ん

秦
　
佳
子

さ
ん

担 当 地 区 氏   名

安川、長閑、紅山荘 他 久米井和人

北岡、遠田、小山、切池中尾、ST讃
岐富士、日の出 他 木 下 英 樹

東沖、四反地第一、四反地第二、西

の山、中の坪、西の山第二団地、コ

スモス、西の山団地、タウン南

田 中 昌 利

岡下所、島田ミサワ、ネオ八イツ飯山、

桃山台
大林美岐雄

島田、共進、中央、島田南八イツ、

消防署東、中央団地、島田北 他 中 西 博 幸

原 川、寺井、日吉、名 団地、名原、

マリオン団地、中央南、サンタウン南、

さつき、飯山南タウン
吉 利 俊 弘

東原、上川井、川井、東原八イツ、川

井団地、おおくぼ、東原橋、東原第二
蓮 井 平 記

五反地、五反地三班、東小川団地、

中方団地、飯山南団地
森 元 久

樋の□、前場団地、樋の□希望ヶ丘、

MT讃山支富士、樋ノロ新団地 他 横 田 志 保

主任児童委員 (南地区) 岩 本 純 子

多
文
化
共
生

外
国
人
居
住
者
に
と

っ
て
、
言
葉
の

問
題
は
深
刻
で
す
。

ゴ
ミ
出
し
な
ど
、
地
域
の
ル
ー
ル
を

覚
え
る
の
も
大
変
で
す
。
「外
国
人
」
と

い
う
意
識
か
ら

「お
隣
さ
ん
」
と
い
う

意
識
に
立

っ
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

交
番
だ
よ
り

少
し
の
油
断
が
未
来
を
壊
す

～
飲
酒
運
転
を
し
な
い
で
～

飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ

す
危
険
な
行
為
で
す
。
「こ
れ
く
ら
い
な
ら
大

丈
夫
」
と
い
う
気
の
ゆ
る
み
が
、
大
切
な
命

を
奪
う
の
で
す
。

飲
酒
運
転
で
失
う
も
の
は
、
命
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
的
な
信
用
や
仕
事
を
失

い
、
大
切
な
家
族
に
も
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対
に
運
転
し
な
い
！

運
転
す
る
人
に
は
、
お
酒
を
飲
ま
せ
な
い
！

お
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
、
運
転
を
さ
せ
な

い
・‥≡
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
ど
う
か
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

丸
亀
警
察
署
代
表
電
話
盗

２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
盗
♯
９
１
１
０
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叫
かめまる号

〕1己=
青パト巡回日

ω
掲載ページ

出
パンの日

17● ・ 法ちゃんくらぶ 01● ・ 元旦4社めぐりおめでとうウォーク
休館日

20 休館 Eヨ

30 休館日

40 ・ 仕事始め

50 休館日

6●

7●

86 ・ あいさつ運動 (ふれあい交流部)

90

100

電電〈酔・ 丸亀市「二十歳の成人式」アイレックス

129 体館日成人の日
13● 体館日

140

150

160 ・ 介護予防のための体操数室

カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

出

ユEく

>1己三

226 ・ バ、らっとTea Time d匹)

23t多 ・ こども園交通安全教室対面式(5歳児親子)

240 ・ 朝市・フリーマーケットD

2岳 鷲診・ 丸亀市市制施行20周年記念式典

2613 休館日

27●

280

296

●じどせんのおねえさんといっしょD
・ 健康相談 0

・ 健康チャレンジ四国を歩こう!最終日

(提出締切り2/10)

2/150・第4回自治会長会

18Θ

19o 休館日

20●

21o

LW'E〔   300

310

●にじいろカフェ紅山

・ 健康ウォーク・ペタンク

け

飯
山
南
地
域
は
、南
に
旧
綾
歌
町
に
突
出
し

た
仁
池
と
大
窪
池
を
結
ぶ
線
、
東
に
中
大
束

川
、西
に
土
器
川
、北
は
樋
の
回
か
ら
島
田
地
区

を
結
ぶ
農
道
や
用
水
路
等
の
公
有
地
を
境
界
と

し
、東
西
南
北
と
も
に
３
～
４
ｋｍ
の
ほ
ば
四
角

形
、
面
積
６
・４
５
面
の
山
の
な
い
平
地
で
形
成

さ
れ
た
田
園
の
町
で
す
。

国
道
４
３
８
号
飯
山
バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト
が

図
上
で
発
表
さ
れ
て
か
ら
３０
年
余
、自
動
車
道

工
事
が
地
域
の
中
心
部
を
南
北
に
す
す
み
、９

年
度
金
線
開
通
予
定
で
進
捗
し
て
い
ま
す
。バ

イ
パ
ス
道
整
備
に
併
せ
て
、市
道
五
反
地
沖
線
、

四
反
地
交
差
点
か
ら
コ
ミ
塁

〓
ア
ィ
セ
ン
ダ
ー
ま

で
の
１
２
０
ｍ
も
２
車
線
化
工
事
が
進
め
ら

れ
、交
差
点
部
分
は
３
月
末
完
成
を
目
途
に
工

事
が
進
み
国
々
景
色
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

交
差
点
で
は
バ
イ
パ
ス
道
を
横
断
す
る
歩
道

橋
の
基
礎
工
事
も
終
わ
り
ま
し
た
。
長
さ
２５
ｍ
ヽ

幅
２
・５
ｍ
と
巨
大
な
歩
道
橋
を
支
え
る
た
め
、

東
西
両
端
部
に
特
殊
な
基
礎
工
作
車
を
使
っ
て

径
２
ｍ
の
円
柱
を
地
中
１４
ｍ
ま
で
掘
り
、主
鉄
筋

や
補
強
リ
ン
グ
を
施
し
て
コ
ン
グ
リ
ー
ト
打
設

後
埋
め
戻
す
等
、歩
道
橋
の
使
用
に
当
た
っ
て

安
全
対
策
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
変
貌
著
し
い
地
域
社
会
に
対
応
す
べ
く

み
ん
な
で
一緒
に
考
え
、安
全
で
安
心
で
き
る
住

み
よ
い
法
の
郷
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
ょ
つヽ
。

（文
責
　
進
　
和
彦
）

ノ百ヽれあいブ¬レンダー
1月filDト

ー
1卜IUN]|(l ALEiヽ「ムF
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